
平成３０年 射水 まち×福祉 共創ラボ 講演会・ワークショップ 

アンケート結果（１２月７日開催） 

 

１ 今回の講演会の内容はいかがでしたか？ 

ア：講演会「福祉をひらく」 

１．大変参考になった     ２０人 

２．参考になった        ６人 

３．あまり参考にならなかった  ０人 

４．参考にならなかった     ０人  記入なし ０人 

 

イ：ワークショップ「まち（地域）づくりと福祉」 

１．大変参考になった     １７人 

２．参考になった        ６人 

３．あまり参考にならなかった  ０人 

４．参考にならなかった     ０人  記入なし ３人 

 

２ 今後の事業や取組につなげていくアイデア等が得られましたか？ 

１．得られた    ２６人 

２．得られなかった  ０人  記入なし ０人 

・違う専門分野の方と話すことで新しい気づきが得たれた 

・高齢者が地域に貢献できるチャンスの場のアイデアが少し見えた 

・多くの人の意見が出た 

・発想の豊かさ 

・“施設”という壁を取り払って地域の方に施設の見える化をする事が大切だと分かった 

・引く環境を知る事が出来ました 

・今まで何となく考えていたが実行に移すには人手などを考えて出来なかったが、これを機に

検証してみたいです 

・仮説と検証、人を思うこと！ を忘れず明日から頑張ります 

・色々な角度からの発想が聞けた 

・楽しみながら考えることができました 

・新鮮な気持ちになれた 楽しい 

・ひらめくことの大切さを再確認できました 

・多くの人の意見を聞く事ができ、新鮮なものや今まで考えていた事のブラッシュアップにつ

ながる等の得るものがあった 

・対象年代に関係なく居場所作りが求められていることがわかった 

・先生の講義はとてもおもしろく元気がでました。仮設は大きくてもよいとのことで鳥の目で



広くまわりを見ていきたいです。 

・講義も大変参考になったので法人全体でききたいです。ワークショップが大変楽しく参加で

きました 

・社会福祉法人（施設）が壁を積極的に壊しにいくことでより地域の中での役割を確立し、施

設対地域、個人対地域 そこからまた違うワークを形成していくことがわかった 

・実現可能と思われる案があったので引いて「鳥の目」を大切にしていきたい 

・いろいろな人のいろいろな話をきけた 

・福祉業界や介護職だけでなくいろんな業界の人をまきこんだ地域づくり、まちづくりが必要

だと感じた。常識を超えた柔軟な発想による取り組みが大変面白く興味深かった 

・他の人の考えていることが聞けて良かった 

・仮説と検証の繰り返しが大事ということでアイディアも自分の中だけで収めず、回りに出す

ことで検証を通して形になることもあると知り、積極的に仕事に取り組みたいと思った 

 

３ まちと福祉の関わりあいについて考えることはできましたか？ 

１． できた    ２６人 

２． できなかった  ０人  記入なし ０人 

 

４ 今後もこうしたセミナーに参加したいですか。 

１．はい  ２５人 

２．いいえ  １人  記入なし ０人 

 

５ 自由記入欄 

・ワークショップは知り合いが多いと言いずらい 

・とても楽しく習得できました 

・参加させて頂きありがとうございました 

・先生の話が聞きやすかったです 

 

６ あなたについて教えてください。 

【所属団体等】 

１．社会福祉法人 １５人 

２．株式会社    ２人 

３．NPO法人    ２人 

４．その他     ０人 

５．市職員     ７人   記入なし ０人 

 


